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Ⅰ．目　的
１．１　日常のコミュニケーション力の育成
会話を円滑に成立させるために必要となるコミュニ
ケーション力は，およそ 3 層のスキル（技能）に分けら
れ，それぞれが積み重なって成立していると考えられる
（宮城 2013）。まず最も下層の基礎的なものに，「基礎的
な会話能力」がある。これは，会話での挨拶等の形式的
な受け答えや，敬語や伝えたいことを表現するための基
本的な語彙力と形式的な運用を指す。次層に「日常のコ
ミュニケーション力」がある。これは，前層の「基礎的
な会話能力」を後層の「公的なコミュニケーション能力」
に活用するための力と捉えている。最後に最も上層に位
置づけられる「公的なコミュニケーション力」である。
これは，公的な場でのプレゼンテーションやディスカッ
ション，就職試験の面接等での受け答えを場面に応じて
適切かつ円滑に行うことができる総合的な能力を指す。
これが，現在社会から求められている実践的な「コミュ
ニケーション力」である。しかしながら，これらの能力
が重層的に重なり合っているのであれば，もっとも上層
のこの能力だけを直接的に育成することは難しい。そこ
で本研究では，まず中層の「日常のコミュニケーション
力」から育成を目指して教材・指導法の研究開発を進め
ていくことにするⅰ。
１．２　大学生・高校生のコミュニケーション力の 
実情
近年，校種の違いを問わず教育の現場では，プレゼン
テーションやグループディスカッション演習等様々なコ
ミュニケーションスキル育成の取り組みが実施されてい
る。受講する学生たちと話してみると，彼らが不安を抱
えているのは確からしく，就職試験等の面接で適切な敬
語が使えるのかとか，上手く志望動機を伝えられるのか
といった本研究でいうところの公的な場でのコミュニ
ケーションスキルについての不安をよく耳にする。そし
て，就職試験が近づくと，著者のところにもいく人かの
学生が面接指導の依頼にやって来る。公的なコミュニ
ケーションスキルは，基本は形式的な表現の組み合わせ
であるので，短時間の指導でかなりの程度改善が見られ
る。一方で，著者の見る限り，大学生であっても「状況
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を説明する」や「利点を示して誘う」といった日常の場
でのコミュニケーションは難易度が高く，状況に応じた
適切な運用がなされているとは言い難く大きな問題であ
る。この問題への解決策の一つが本研究で実施している
実践である。
転じて高校生のコミュニケーション能力に着目してみ
る。何人かの高校教諭に尋ねたところ，大学生と同等程
度かさらに深刻な問題を抱え込んでいるようである。彼
らにとって考えを上手く伝えることは意外にハードルが
高い行為だと言うのである。結果的に，言いたいことだ
けを言い，伝わらなければ半笑いし，伝え方を考える前
にすぐに諦めてしまう。学校教育を含め，これまで伝え
方を模索するというコミュニケーションスキルに関する
実践的な学習をないがしろにしてきたことによる弊害で
あろうⅱ。すでに 1.1 節で述べたように，大学教育で求
められている公的なコミュニケーションスキルの基礎と
しての日常のコミュニケーションスキル教育は重要であ
る。可能であれば，コミュニケーションスキル教育は，
初等教育段階から継続的・系統的に実施されていくのが
望ましい。能力の十分な熟成には多大なコストを必要と
するからである。近年各校種での様々な取り組みがなさ
れ状況の改善が計られてきている。一方で，すべての学
習者にその機会が与えられているわけではない。例えば，
大学へ進学せず，高校卒業後そのまま社会に出て行く学
習者たちにとっては，現状のように高校時代までに何ら
かの教育・経験がなされなければ，その機会は永遠に失
われてしまうことになる。そして，問題はさらに深刻化
する可能性があるⅲ。
１．３　高大連携の教育と教材開発の必要性
近年，高大連携の必要性が叫ばれるようになった。そ
の意味での大学教育と高校教育の連携・接続（一部では
交流）が承認された。言い換えれば，相互の積極的な交
流が求められる課題として示されたことになるⅳ。指導
の形態としては，高校での出前授業やオープンキャンパ
ス，大学で受講するプログラムを高校の単位として認定
する制度等があり，様々な取り組みが全国各地の高校－
大学間で展開されている。答申の趣旨は，高校と大学の
協働・連携のもとに行なわれる教育活動であり，必ずし
も単位認定に関わるものだけを指すわけではない。高校
教諭による大学生への補習授業の実施等と共に，大学の
教員が積極的に高校での教育内容に関わることによっ
て，専門教育を実施するための準備としての知識の補完
や定着の拡充を目指すところにこの活動の本質があると
考えられる。
本研究の眼目も，この高大連携による基礎学力の涵養，
または高校卒業後に社会に出て行く学習者たちに必要な
力であるコミュニケーション力をどのように養っていく
のかという点にある。高専での実践である宮城（2013），
大学での実践である宮城・文（2014）によって，本研究
の教材および指導法の有効性が示された。これを受けて
本稿では，当該教材・指導法を高校の現場において実践
し，その成果の報告を行う。
Ⅱ．教材の概要
２．１　各回の課題
本研究の課題（大学生向け）は，全 15 回で構成され，
半期 2 単位の演習形式の授業として，以下のように配置
されるⅴ。
第 1 回　ガイダンス
第 2 回　自己紹介をする
第 3 回　説明をする
第 4 回　報告をする
第 5 回　質問をする
第 6 回　話し合う
第 7 回　謝る・感謝する
第 8 回　励ます
第 9 回　薦める・誘う
第 10 回  頼みごとをする（今回報告する対象回）
第 11 回  頼みごとを断る
第 12 回  説得する
第 13 回  間をつなぐ（雑談をする）
第 14 回  面接を受ける
第 15 回  まとめ
本研究では，下線部回「第 10 回　頼みごとをする」
をケーススタディとして取り上げて考察していく。
２．２　問題のある会話例から考える
本研究で提案する教材は，毎時間，「説明する」「頼み
ごとをする」等の具体的な状況を設定し，効果的な解決
に繋がるコミュニケーションのあり方を検討するという
ものである。まず，以下のような問題のある会話例を提
示して注意点や改善点を検討する。それを参考にしなが
ら問題解決型ロールプレイ演習ⅵを実施する。以下のス
クリプトが問題のある会話例の一例である。
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第 10 回　レッスン１　問題のある会話例
このような例を示して，何が問題であるか話し合い，
どのように言い方にすればよかったのか意見を出し合
う。前半のまとめとして大まかな共通認識を形成し，そ
の後ロールプレイ演習を行い，相互評価，総括を行うと
いう流れである。公的な場でのコミュニケーションスキ
ルとは異なり，日常のコミュニケーションスキルにおい
ては，手本となる形式的な言い回しを示すことが困難で
ある。当然ながら，完全な正解となる発話を一つに定め
ることはできない。この技術を磨くためには，不適切な
応答をできるだけ回避し，聞き手に対する配慮を見せる
ことの積み上げによって，自分なりの会話のパターンを
作り上げていくという方法しかない。
２．３　大学生用教材
大学生向けの教材ⅶは，レッスン課題（３題）とロー
ルプレイ課題で構成されている。レッスン課題は問題の
ある会話例から，「何が問題なのか（問題発話と理由の
指摘）」や「自分ならどう気持ちを伝えるのか（適切な
表現の考察）」を考え，自分なりに適切な方略を見つけ
ていくという発見課題である。それを踏まえての実践演
習であるロールプレイ課題は，事前に決められた状況・
役割に従って，学習者が自ら考え，その場に適した発話
を選択し，問題解決を図るという演習課題である。また，
教材には各課題の合間にコラム（「ちょっと一言」）や注
意点（「point!」）等を配して整理の助けとなるような工
夫を施してある。例えば，レッスン課題は以下のような
ものである（「第 10 回 頼みごとをする」より抜粋，全
体の内容は末尾の資料１を参照されたい）。
第 1回 ガイダンス 第 2回 自己紹介をする 第 3回 説明をする 第 4回 報告をする 第 5回 質問をする 第 6回 話し合う 第 7回 謝る・感謝する 第 8回 励ます 第 9回 薦める・誘う 第10回 頼みごとをする（今回報告する対象回） 第 11回 頼みごとを断る 第 12回 説得する 第 13回 間をつなぐ（雑談をする） 第 14回 面接を受ける 第 15回 まとめ 
 本研究では、下線部回「第10回 頼みごとをする」をケーススタディとして取り上げて考察していく。 
 ２．２ 問題のある会話例から考える  本研究で提案する教材は、毎時間、「説明する」「頼みごとをする」等の具体的な状況を設定し、効果的な解決に繋がるコミュニケーションのあり方を検討するというものである。まず、以下のような問題のある会話例を提示して注意点や改善点を検討する。それを参考にしながら問題解決型ロールプレイ演習viを実施する。以下のスクリプトが問題のある会話例の一例である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第10回 レッスン１ 問題のある会話例 
 吉沢さん：田中先生、こんにちは。吉沢です。 田中先生：ああ、こんにちは。どうしました。 吉沢さん：レポートのことです。 田中先生：････････ああ、「日本語学概論」のレポートですか。 吉沢さん：はい、実はレポートを書こうと思ったんですけど･･････ 田中先生：ちょっと待ってください、これから会議があるので明日の午後にまた来てくれますか。 吉沢さん：えっ、明日はバイトがあるので無理です。ちょっとだけでいいのでお願いします。 田中先生：分かりました。では 5 分だけ。どんなことですか。 吉沢さん：レポートの資料としてどのような本がお勧めですか。 田中先生：前回の授業の始めに3冊紹介しましたよ。 吉沢さん：すみません、遅刻したので聞いていないんです。今週中にレポートを仕上げたいので、今教えてもらえませんか。 
 
 このような例を示して、何が問題であるか話し合い、どのように言い方にすればよかったのか意見を出し合う。前半のまとめとして大まかな共通認識を形成し、その後ロールプレイ演習を行い、相互評価、総括を行という流れである。公的な場でのコミュニケーションスキルとは異なり、日常のコミュニケーションスキルにおいては、手本となる形式的な言い回しを示すことが困難である。当然ながら、完全な正解となる発話を一つに定めることはできない。この技術を磨くためには、不適切な応答をできるだけ回避し、聞き手に対する配慮を見せることの積み上げによって、自分なりの会話のパターンを作り上げていくという方法しかない。 
 ２．３ 大学   大学生向けの教 viiは、レッールプレイ課題で構成されている。レッスン課題は問題のある会話例から、「何が問題なのか（問題発話と理由の指摘）」や「自分ならどう気持ちを伝えるのか（適切な表現の考察）」を考え、自分なりに適切な方略を見つけていくという学習課題である。それを踏まえての実践演習であるロールプレイ課題は、事前に決められた状況・役割に従って、学習者が自ら考え、その場に適した発話を選択し、問題解決を図るという演習課題である。また、教材には各課題の合間にコラム（「ちょっと一言」）や注意点（「point!」）等を配して整理の助けとなるような工夫を施してあ 。例え
（1）大学生用教材：第 10 回　レッスン 3「頼みごとが
受け入れられやすくなる表現」
上記の課題は 2015 年度前期に実施された改訂版であ
るⅷ。（旧版）を用いた大学での実践については，宮城・
文（2014）を参照されたい。
２．４　高校生用教材
高校生用の教材は，はじめに（導入），レッスン課題
（問題のある会話例２題）とロールプレイ課題で構成さ
れている。根幹となる問題のある会話例は同内容のもの
を提示している（趣旨を損なわない程度に大学生用の教
材を書き換えてあるⅸ）。ただし，いくつかの対応を対
ば、レッスン課題は以下のようなものである（「第10回 頼みごとをする」より抜粋、全体の内容は末尾の資料１を参照されたい）。 
 （1）大学生用教材：第 10 回 レッスン 3「頼みごとが受け入れられやすくなる表現」  
 会話例 ４ 咲さんに引っ越しの手伝いを頼まれた直
樹くんは、雄二くんにも一緒に手伝ってくれるように、頼みに行きます。直樹くんの言い方の違いで、仕事を押しつけられた雄二くんの反応は大きく違ってくるようです。 --------------------------------------------------- 直樹くん：あっ、雄二。ちょうどよかった。【 １ 】（A）明日の夕方、咲んちの引っ越しを手伝いに行くことになったよ。 （B）明日のことで頼みがあるんだけど。  雄二くん：えっ、明日ボクんち来るって言ってなかったけ。 直樹くん：【 ２ 】 
 （A）２人で一緒に引っ越し手伝ったら早いだろう。 （B）実はさ、咲に引っ越しの手伝い頼まれちゃってサ。悪いけど一緒に行ってくれないかな。  雄二くん：まぁ、咲ちゃんに頼まれたら断れないなー。仕方ないか。 直樹くん：その場のノリで、そうなっちゃったんだ。ごめんな。 雄二くん：まぁ、咲ちゃんに頼まれたら断りにくいけど……。 直樹くん：【 ３ 】 
 （A）サンキュ。じゃ、明日5時に咲んちに集合で。（B）ほんと助かったよ。今度なんかあったら言ってよ、オレ絶対手伝うよ。明日 5 時集合でいいかな。 
 
--------------------------------------------------------------------------- 
Step1 会話例４では、下線部【１】～【３】の箇所
で直樹くんが（A）ではなく、（B）のように伝えることで、仕事を押しつけられた雄二くんの反応は大きく違ってくるはずです。それぞれどのような配慮が見られるのでしょうか。考えをまとめて書きましょう。 
       
 
上記の課題は 2015 年度前期に実施された改訂版であるviii。（旧版）を用いた大学での実践については、宮城・文（2014）を参照されたい。 
 ２．４ 高校生用教材  高校生用の教材は、はじめに（導入）、レッスン課題（問題のある会話例２題）とロールプレイ課題で構成されている。根幹となる問題のある会話例は同内容のものを提示している（趣旨を損なわない程度に大学生用の教材を書き換えてあるix）。ただし、いくつかの対応を対比して批判的に考える回答を求められる大学生用とは異なり、高校生用では自分の考えと他人の考えの違いを話合い、最終的に結論を言葉にする（文章化する、発話する）ことに主眼が置かれた構成となっている。また大学生用は、コラム類が充実しており、自習・復習に活用できる構成になっているが、高校生用は、不足分の情報は学習者たちの状況を見て授業実践者が適宜補うことを意図した作りになっていて、確認用に簡単な「point!」が示される程度である。また、
1時間（50分）の授業で一通りの課題を終わらせることができるようになっているため、可能な限り情報量を減らして簡素化している。以下、本実践で使用した教材の大学生用に対応する部分を示した（「伝わるお願いを考える」より抜粋、全体の内容は末尾の資料２を参照されたい）。 
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比して批判的に考える回答を求められる大学生用とは異
なり，高校生用では自分の考えと他人の考えの違いを話
合い，最終的に結論を言葉にする（文章化する，発話す
る）ことに主眼が置かれた構成となっている。また大学
生用は，コラム類が充実しており，自習・復習に活用で
きる構成になっているが，高校生用は，不足分の情報は
学習者たちの状況を見て授業実践者が適宜補うことを意
図した作りになっていて，確認用に簡単な「point!」が
示される程度である。また，1 時間（50 分）の授業で一
通りの課題を終わらせることができるようになっている
ため，可能な限り情報量を減らして簡素化している。以
下，本実践で使用した教材の大学生用に対応する部分を
示した（「伝わるお願いを考える」より抜粋，全体の内
容は末尾の資料２を参照されたい）。
（2）高校生用教材：「伝わるお願いを考える」
　ページ 3「自分が手伝うことを勝手に決められてし
まったときの対応」（課題 2）
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Ⅲ．実践
３．１　実践概要
本実践の授業協力者（授業に参加した学習者）は，単
位制高校である神奈川県立鶴見総合高校ⅹの１～２年生
である。外国に繋がる子どもが数を占め，普通科の日本
人の学習者たちよりも日常の場でのコミュニケーション
に困難さを抱えていると思われる（その点に配慮して，
教材では難解な漢字に振り仮名を付すようにした）。本
研究の教材・実践の最大射程は中学生以上を想定してい
るので，授業対象者として適格であるが，例えば高校
生対象としたロールプレイ演習の実践（森・豊田 2010）
で示されるようなスムースな回答は難しいと考えられ
る。ただし，本研究の趣旨は本教材が幅広い校種・学齢
における汎用性を有していることを確認することにある
ので，学習の達成度ではなく，学習者たちが積極的に授
業に参加しているかどうか，授業そのものがつまずきな
く進行しているかどうかに着目する必要がある。
本実践は，以下のような概要で実施された。
日時・場所：2015 年 2 月　「日本語」の授業の 1 時間（投
げ込み教材として行われた）
授業協力者：7 人（「外国に繋がる子どもⅺ」を多数含む）
授業実践者：高校教諭 2 名（主授業実践者・授業補助
者）ⅻ，研究者 1 名（観察・記録補助）
授業時間：80 分
実践で使用された教材（資料２）は，筆者がこれまで
の高専や大学の実践を通じて，改訂してきたものを，研
究協力校の学習者の状況を勘案し，担当教諭らと十分な
協議を経て改訂したものである（高専用・大学用の両教
材との差異に関してはⅡ節を参照）。
３．２　授業の流れ
本教材では「はじめに」ですぐに「お願いするとき，
気をつけること」を問う問題となっているが，学習者た
ちにとってイメージがしやすいように，まずは皆で話し
合うことの意義，具体的にはこれまでの経験を例に考え
てお願いするときにどのようなことが重要であるのかを
話し合った。意見が出しづらい場合には，授業実践者が
例を追加したり，問い返しをしたりという支援 行った
ので，学習者たちは具体的な問題点を比較的スムーズに
挙げることができた。学習者たちから出た回答は板書
して，皆で共有することにした。その結果，「問題のある
会話例について意見を出し合う」（課題１）と「問題のあ
る会話例に対して，自分なりに適切だと思う表現を考え
る」（課題２）は，比較的スムーズに行うことができた。
最後にロールプレイ課題を（課題３，２題）を実演し，皆
で評価・検討した。なお，本時の課題を考えるときにす
ぐに参照できるように，板書は授業終了までそのままに
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高大学連携学習によるコミュニケーションスキル教育の開発研究
した。具体的な板書内容については次Ⅲ節に示す。
Ⅳ．結果と考察
４．１　授業と学生の反応
（1）導入
授業の導入として，日常生活の中で「お願いをする」
という経験について，いつ，どのような内容で，どのよ
うなことを頼んだら，どうなったかという具体的な状況
を思い出しながら，各自で振り返りを行うことから始め
た。それを受けて，「こうすれば，お願いを聞いてくれ
るのではないか」という点について話合い，学習者たち
から次のような意見が挙げられた。
（以下，板書内容）
・ やさしい言葉づかい
・ 相手の気持ちを考えながら頼む。
・ ひたすらお願いする。 　→　でもそれでは聞いてく
れないかも知れない。
・ 笑顔や態度が大事である。
何人かの学習者が意見を述べた。その際，発話者に対
して批判的な言動や態度を取る者はいなかったことか
ら，授業を実施したクラスは，誰でも自由に発言できる
雰囲気があると考えられる。ただし，意見はどれも散発
的で，先の意見を受けて皆で考えを深めようという意識・
姿勢は薄いように感じられた。そこで授業実践者が，意
見を出し合うことの意義，一人ひとりが知っている知識
は少ないが，皆で考えを出し合えば，考えが深まるので
はないかと提案し，諺「三人寄れば文殊の知恵」を引用
して，積極的に話し合うことを促した。その結果，以下
の発話においては，発話者以外の他の学習者からすぐに
様々な付け加えが出された。ここでは，まずレッスンの
課題に引きつけるために，先生にお願いするときに注意
することについての意見を求めた。
（以下，板書内容）
・ 敬語で話す。
・ 態度　→　先生への態度と友だちへの態度は違う。
･･････ 真剣　←　自分より偉いから
・ お願いする理由が大切である。
特に回答を求めなかったが，お願いを聞いてくれた後
の感謝の方法についての意見も挙げられた。
（以下，板書内容）
・ 感謝の言葉
・ 奢る， プレゼントする。
・ 一緒に遊びに行く。
・ 感謝の手紙 ・ メール
・ 電車で席を譲る。
・ 相手からのお願いもちゃんとする。
即物的な感謝の方法が多い中，最後の「相手からのお
願いも～」というように，自分も相手のために汗を掻く
という意見も見られ，他の学習者たちからの共感を得ら
れていた。次に，本実践の根幹をなす課題について述べ
る。
（2）先生のところに再テストのお願いに行く（課題１）
続けて，この内容に基づいて，課題１の問題のある会
話例についての話し合いを行った。「先生のところに再
テストのお願いに行く」という課題である。学習者たち
にとっても教師に何かお願いに行くという状況はさほど
想定が難しいことではなかったようである。学習者たち
がイメージしやすいように，実際の状況を授業実践者が
実演して学習者たちに見せた。また授業実践者のアドリ
ブで，マフラーを巻いたり，手をポケットに入れたまま
話し出したりと，態度の面での問題にも気付けるように
演技に配慮した（実演後に問題点を指摘させた時に複数
の学習者からこの点への指摘があった）。
（3）自分が手伝うことを勝手に決められてしまったと
きの対応（課題２）
次に課題２の問題のある会話例である「自分が手伝う
ことを勝手に決められてしまったときの対応」について
話し合った。ここで学習者から提出された疑問は，相手
次第で対応の仕方が変わるのではないかということであ
る（この点に関しては，教材だけから，登場人物たちが
どのような人間関係であるのかという説明がなされてい
ない。今後の修正が必要である。）。まず，会話の内容を
参考に話合い，登場人物３人（アキラ，ケイ，ユミ）の
人物像についての共通認識を作り上げた。その後，学習
者たちは，仲間の誰かにこれらの人物を当てはめ，実際
の行動や対応を話し合った。「ユキに言われたからと脅
す」や「無理矢理連れて行く」等本実践の主旨から逸れ
るような発言も見られたが，最終的には，「理由を説明
してちゃんとお願いする」という意見に収束していった。
授業の展開によっては，高校生を対象とした実践におい
ても，自分の経験や生活の場に落とし込んで対応を考え
るという学習に発展し得ることを確認できたことが大き
な収穫であった。話合いを経て，学習者各自が自分なり
の表現をまとめることができた（なお，何人かに発表し
てもらったが，意見の紹介に留め評価はしなかった）。
いくつかの点を除いて，ここまでの学習活動，学習者の
反応等は，宮城（2013），宮城・文（2014）での実践と
の大きな差異は見られなかった。
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（4）（ロールプレイ）怒っている相手にゆるしてもらい，
またお願いする（課題３）　
最後にまとめとして，ロールプレイ演習を行った。二つ
のグループに分けて，ＡさんまたはＢさんのロールカー
ドを渡し（相手のグループのカードは見ない），グルー
プ内で話し合った後，ロールプレイ演習に臨むようにし
た。ロールカードは以下の通り。
 ［Ａさんのロールカード］
Ａ ： 今日１時から， Ｂさんをさそって友だちの誕生日
プレゼントを買いに行く約束をしていました。 午前
中にいとこのお姉さんが訪ねてきて， おしゃべりを
しているうちに２時になってしまいました。 気が付く
と携帯の電池も切れています。 すぐに充電してＢさ
んに電話し， 今日のことを謝って明日またプレゼン
トを買いに行こうとお願いしましょう。
［Ｂさんのロールカード］
Ｂ ： 今日， Ａさんにさそわれて， 友だちの誕生日プ
レゼントを買いに 行く約束をしていました。 しかし，
いくら待ってもＡさんが来ません。 携帯にかけても
出ません。 ４時からバイトがあったので，１時間待っ
て， 家に帰りました。 そのあとＡさんから電話がか
かってきました。 私はＡさんが約束を破ったことを
ちょっと怒っています。
学習者たちはロールプレイ演習は体験したことがな
かった。その不足を補うため，授業実践者が「皆さんの
実生活にストーリーはない」や「相手の反応を見て言い
方を変える」のように，より具体的な指示を出した。ま
た状況を把握しやすいように，小道具や位置関係等に配
慮した（ここでは携帯電話での通話なので，ペアが電話
を持ち互いに距離を取って演習を行った）。学習者たち
は，ロールプレイを非常に楽しげに行っていた。個別の
ロールプレイが一区切りついたところで，全員の前で再
度ロールプレイを行わせた（他人のロールプレイと比較
して自分のロールプレイを相対化する目的がある）。以
下，ロールプレイの一例を挙げる（4 組中 2 番目のペア
の会話例）。
［ロールプレイ「怒っている相手にゆるしてもらい，ま
たお願いする」の会話例］
以上の会話例の発話を分析すると，およそ以下のよう
な意図によるものと考えられる。
①の発話：Ａさんは，Ｂさんの声色から怒っている様子
を察して，以降の発話の勢いが削がれる。
②の発話：Ａさんは上手く言葉を繋げない。周りに助け
を求めるが助けがなく，結局再度謝罪して話を続ける。
③の発話：Ｂさんへの謝罪は終了していない（Ｂさんが
納得していない）が，次の約束をしなけれなならない
という目的を達成するために出た発話であろう。Ａさ
んはこれ以上何を言えばいいのか見当が付かず，無理
矢理話を進めてしまった感がある。当然ながらこの後
のＢさんの応答がつっけんどんな物言いになってしま
う。
④の発話：ＢさんもＡさんの申し出に対する応答に困っ
てしまい，自分なりの代案を提案する。ただし，この
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 （Ａ、Ｂ二人で距離を取り、携帯電話を持っての実演）Ａ：もしもし。 Ｂ：はい。 Ａ：今日ごめんね。 Ｂ：①お－。 Ａ：なんか、アキさんの誕生日プレゼントを買いに行く約束だったでしょ。 Ｂ：うん。 Ａ：で。 Ｂ：うん。 Ａ：②（Ａが沈黙。その後頭を掻く仕草、周りに助けを求める様子、しばらくしてから）･･････ごめんね。 Ｂ：うん。 Ａ：今日いとこの姉さんが来て（Ｂ：うん）、おしゃべりをしていたら二時になって、行けなかった。 Ｂ：うん。 Ａ：で、なんか携帯の電池が切れて（Ａが再度沈黙。）･･････ごめんなさいね。 Ｂ：ゆるさない。（聴衆：笑い） Ａ：③で、明日にするか。 Ｂ：イヤ。 （「ちゃんと頼め、怒っているぞ」と周りから声が飛ぶ、聴衆：笑い） Ａ：明日にしよー。 Ｂ：ヒマじゃない。 Ａ：あー、なら明後日？ Ｂ：病院行く。（聴衆：笑い） Ａ：（Ａが沈黙、「どうしよう」とつぶやく、しばらくして）･･････来週は？ Ｂ：④じゃあ、ヒマなとき教えてあげる。 Ａ：じゃあＯＫ。 
 
 以上の会話例の発話を分析すると、およそ以下のような意図によるものと考えられる。 
 ①の発話：Ａさんは、Ｂさんの声色から怒っている様子を察して、以降の発話 勢いが削がれる。 ②の発話：Ａさんは上手く言葉を繋げない。周りに助けを求めるが助けがなく、結局再度謝罪して話を続け 。 ③の発話：Ｂさんへの謝罪は終了していない（Ｂさんが納得していない）が、次の約束をしなけれなならないという目的を達成するために出た発話であろう。Ａさんはこれ以上何を言えばいいのか見当が付かず、無理矢理話を進めてしまった感がある。当然
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提案も必ずしもＡさんの意図をくみ取ったものではな
い。
この後もロールプレイ演習が繰り返された。次に実演
する者は先に実演した者の対応の問題点を踏まえて改善
が見られた。特に，授業実践者が適宜「板書を参照しな
さい，今まで出てきたもの入れてお願いをするようにし
なさい」等の支援を行ったことが効果的に作用したと考
えられる。また，学習者がロールプレイ演習に不慣れな
ため，何度も詰まったり，不調に終わる例が続いて場が
停滞してしまう時は，授業実践者らが手本を示すことが
呼び水となって，スムースに演習を続けることができる
場合もある。本実践では，ロールプレイを２題用意した
が，全員が１つ目の課題演習を終えたところで授業時間
がほぼ尽きてしまった。最後に残った時間で互いのロー
ルカードの内容を確認し合って，どのような状況であっ
たのか，相手の応答の理由を理解し，自分の対応が適切
なものであったのかを確かめ合った（この作業によって，
授業の内容が相対化され，自分たちが何を学習したのか
についての理解が深められる）。
４．２　事後の検討
授業実践後に授業実践者らによって，以下のような内
容が話し合われた。まず，本時の授業の総括として，先
に着目すべき点として挙げた，学習者たちが積極的に授
業に参加しているかどうか，授業そのものがつまずきな
く進行しているかどうかについてであるが，初めての課
題への取り組みということを勘案しても，十分評価でき
る内容であった。次に，個別的な事項が話し合われ，以
下に挙げるように本実践における具体的な評価点が挙げ
られた。
・ロールプレイを授業に組み込むことで学習者たちの積
極性は高くなる。
・本実践の教材・指導法は，高校生レベルでも十分に実
践可能である。
・授業後に学習者に感想を尋ねることによって，授業内
容を振り返ると共に，今日の学習がどのような意味を
持つのかを考えさせることができた。
・授業にロールプレイを組み込むことは，学習者達から
概ね好評を得た。
さらに，次のように課題も指摘された。
・授業内容を次に繋げていくために，「今日初めて分かっ
たこと」を個々で文章化する（アウトプット）必要が
ある。その方法をどう確立するのか。
・学習者たちの事後の感想につておおむね好評だった
が，その効果については，回数を積み重ねた後の学習
者たちのコミュニケーション力や相手意識の変化を確
認して検証する必要がある。
以上，残された課題について，授業実践者らと十分に
協議の上，今後の実践時には適切な修正を行っていかな
くてはならない。
Ⅴ．おわりに
ある程度の成果は得られたと考えられるが，当然なが
ら 1 回の実践で，コミュニケーションスキルを大幅に向
上させることは難しい。効果そのものの検証は次回以降
に回すとして，本実践で得られた成果の意義を以下の３
点にまとめることができる。
①大学生を対象として練り上げられたコミュニケーショ
ンスキル教材・指導法が高校の現場でも実践可能なこ
とが確かめられたこと。これは，新しい高大連携の一
つの形として認められる。
②大学生に比べて高校生段階では，課題に対する理解の
一般化の度合いが低く，自分の経験や生活に引きつけ
て考える傾向が見られる。授業実践者には，このこと
を意識した対応が求められることが分かった。
③その場合，学習者の経験不足を補うために校種・学齢
に併せて，内容を改変したり，授業実践者が適切な声
かけや例を補って説明する等の適切な支援の必要性が
確かめられた。
今後の課題として，高校の現場において何らかの形で
コミュニケーションスキル演習が組み込まれる方策を検
討する必要があること，時間やスタッフ等の労力を考え
ると国語科だけでは難しいため，英語科，社会科等との
連携を考える必要があること等が挙げられる。課題は多
いが，これらの日常のコミュニケーションスキルが順調
に熟達していけば，公的な場でのコミュニケーションス
キルを身に付けられるばかりではなく，日常生活におけ
る困難な状況を解決する「生きる力」を育てることに繋
がることが期待される。
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注
ⅰ　「基礎的な会話能力」に関しては，ある程度身につ
いているという前提に立って考察を進める。この能力
が十分に育成されていない学習者に対しては，別途個
別的な対応が必要となる。語彙や表現形式の習得が中
心となるので，具体的な状況を設定した会話例集等を
示して考えさせることも効果的であろう。
ⅱ　著者が行った大学生を対象とした「これまで学校で
学んできたコミュニケーションスキル教育はどのよう
なものであったか」を問う小調査では，60% 以上の学
生が，「何を指しているのか分からない」「ほとんど記
憶にない」と回答している。詳しくは，宮城（2013）
の調査結果を参照されたい。
ⅲ　話し方に関する実践的な指導が十分に行われていな
いことによって，今後の社会生活に支障を来したり，
人間不信に陥いるなど深刻な問題の原因となる危惧が
ある。
ⅳ　1999 年に中央教育審議会が大学と高校を通じた全
体教育の必要性を訴える答申「初等中等教育と高等教
育との接続の改善について」を提出したことが直接的
な契機になったと考えられる。
ⅴ　本研究の大学生向け教材は，一年生から三年生相当
を対象としている。これまでの実践はおもに，二，三
年生を対象とした演習として実施されてきたが，過去
に初年次教育「基礎ゼミナール」の一部として実施さ
れたこともある。
ⅵ　問題が発生した状況を解決するという課題を与えて
行うロールプレイ。会話の展開に制約を受けるが実践
的なコミュニケーション演習を行うことができる。中
級～上級の日本語学習者を対象としたロールプレイで
よく用いられる。内容や位置付け等については，山内
（2000）を参照されたい。
ⅶ　対象学年としては，大学一年生から三年生くらいを
想定している。ただし，「面接を受ける」等は，就職
活動が始まる時期に実施した方が，必要感があり効果
的であろう。
ⅷ　2015 前期に富山大学人間発達科学部の「日本語運
用基礎論」の演習課題として使用した。テキストに関
してはほぼ毎年改訂作業を行っている。
ⅸ　授業協力者たちに課題の意図を分かりやすくするた
め，高校生用では課題名を「頼みごと」から「お願い」
に変更してある。目的とする内容に違いはない。
ⅹ　幅広い基礎分野を扱う普通教育と専門教育に属する
科目から選択して履修できる単位制高校。学生自身が
自ら選択して，卒業後の進路に関わる様々な実践的な
能力を身につけることができることに特徴がある。
ⅺ　外国籍，二重国籍，日本国籍取得者等諸外国との関
わりの深い子ども。
ⅻ　主授業実践者：泉 一彦総括教諭（国語科），授業補
助者：善浪沙央里教諭（英語科）共に鶴見総合高校教
諭。協力校では，国語科，英語科，社会科が共同で外
国に繋がる子どもたちへの指導を実施している。
　観察・記録者の見立てでは，新しい課題の対処への
戸惑いが，学習者たちの反応の鈍さに繋がったと考え
られる。 
 
（2015年８月31日受付）
（2015年９月25日受理）
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資料１ 大学生用：「頼みごとをする」の課題プリント （表）
第10回 頼みごとをする
「買い出しに行ってくれない」や「ヒマならちょっと手伝って」など簡単な仕事だからと友人
に気軽に頼んだら、そっけなく断られたことがありませんか。そんなときは、頼み方にもうひと
工夫必要なのかもしれません。本章では聞き手が引き受けてくれる頼み方について学びましょう。
レッスン１ 問題のある頼み方を考える
大学では先生など目上の人に頼みごとをする機会が少なくありません。そんな時は、どのよう
に頼めばよいのでしょうか。あまり軽い態度では困ります。
会話例 １ 吉沢さんは田中先生にレポートの内容について質問をしたいと思っています。先生は
授業のときに「質問のあるときはいつでも聞きに来ていいですよ」とおっしゃっていたので、
さっそく先生のところへ質問に行きました。
吉沢さん：田中先生、こんにちは。吉沢です。
田中先生：ああ、こんにちは。どうしました。
吉沢さん：レポートのことです。
田中先生：……ああ、「日本語学概論」のレポートですか。
吉沢さん：はい、実はレポートを書こうと思ったんですけど……
田中先生：ちょっと待ってください、これから会議があるので明日の午後にまた来てくれますか。
吉沢さん：えっ、明日はバイトがあるので無理です。ちょっとだけでいいのでお願いします。
田中先生：分かりました。では 5分だけ。どんなことですか。
吉沢さん：レポートの資料としてどのような本がお勧めですか。
田中先生：前回の授業の始めに 3冊紹介しましたよ。
吉沢さん：すみません、遅刻したので聞いていないんです。今週中にレポートを仕上げた
いので、今教えてもらえませんか。
Step1 聞いた印象・考えたこと→
Point!
目上の方を尋ねるときは、まず、「〇〇学科の〇〇です」（名乗る）→「〇〇の件で来
ました」（用件を言う）→「お時間よろしいでしょうか」（相手の都合を確認する）の
ようにするとよいでしょう。頼みごとを伝えるのはそれからです。事前にメールなど
でアポ（予約）を取っておくとなおよいです。
Practice 次のような頼みごとをしたいと思います。引き受けてもらえるようにうまく頼みましょう！
1. 友人に「テストに遅刻しないように、明日の朝、電話で起こしてほしい」と頼む。
2. 後輩に「午後から一緒に新歓コンパの買い出しにつき合ってほしい」と頼む。
3. 先生に「すでに締め切った授業のレポートを受け取ってほしい」と頼む。
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レッスン２ 頼みごとの内容によって頼み方を選ぶ
Step1 次の２つの会話例を聞いて、気づいたことや考えたことをまとめましょう。
会話例 ２
ヒロキくん：雄二さん、もしよかったら、今何時か教えてもらえませんか。
雄二くん：うんと、2時 40分くらいかな。
ヒロキくん：ほんと、ありがとうございました。自分もうなんてお礼言っていいのか。
雄二くん：え、ボク何もしてないってば。
会話例 ３ 次の２つの会話例 ３を聞いて、気づいたことや考えたことをまとめましょう。
麻里さん：ねえ、スーちん、大事にしていたあのブランドのバッグ借りてもいい？
鈴香さん：え、いいけど。
麻里さん：やった。それじゃ、明日借りに行くね。
鈴香さん：え･･････、うん。
Step２ ペアになって、上のまとめを参考にして、次の①～⑤の頼みごとをしましょう。頼み
方は内容の軽重に応じて適切な表現を選ぶことを意識すると良いでしょう。また、話を聞い
た相手に自分の頼み方の評価をしてもらいましょう。
① 「筆箱を忘れたので、何か貸して欲しい」と頼む。
② 「県外の友だちが来るので、おいしいレストランを紹介して欲しい」と頼む。
③ 「雨が降ってきたので、駅まで一緒に車に乗せていって欲しい」と頼む。
④ 「メンバーが足りないので、草野球に参加して欲しい」と頼む。
⑤ 「サークルの役員を引き受けて欲しい」と頼む。
（頼みごとの評価）
プリントを交換して、相手の頼み方について評価しましょう。
頼みごと･･･（ ）
・「頼みごと」をする言葉遣いや態度は適切でしたか （ ） ○：あてはまる
・「頼みごと」が本当に困っていると感じましたか （ ） △：どちらともいえない
・「頼みごと」を引き受けることにしましたか （ ） ×：あてはまらない
話し合おう！
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資料１ 大学生用：「頼みごとをする」の課題プリント （裏）
頼みごと･･･（ ） ○：あてはまる
・「頼みごと」をする言葉遣いや態度は適切でしたか （ ） △：どちらともいえない
・「頼みごと」が本当に困っていると感じましたか （ ） ×：あてはまらない
・「頼みごと」を引き受けることにしましたか （ ）
ちょっと一言 頼みごとをするときに一番大事な言葉
「あなただから頼んだ」とか、「手助けがなければ困る」等と言われると、聞き手は少し
照れくさいですが、良いことをしたという充実感が得られるでしょう。頼みごとをするとき
は、聞き手の助けがどれほど必要か訴えることも大事です。
Point!
どうしても頼みを引き受けて欲しいときは、「急に〇〇になっちゃって」や「先輩に
〇〇を頼まれちゃって」のような理由を伝えて予想外の事態が発生したことを強調す
ることが大事です。
レッスン３ 頼みごとが受け入れられやすくなる表現
頼みごとをするときは、たとえ簡単な手伝いであっても聞き手に軽くはない負担をかけること
になります。感謝の気持ちを言葉にして伝えることが重要です。
会話例 ４ 咲さんに引っ越しの手伝いを頼まれた直樹くんは、雄二くんにも一緒に手伝ってくれ
るように、頼みに行きます。直樹くんの言い方の違いで、仕事を押しつけられた雄二くんの反応は
大きく違ってくるようです。
直樹くん：あっ、雄二。ちょうどよかった。 （１）
（A）明日の夕方、咲んちの引っ越しを手伝いに行くことになったよ。
（B）明日のことで頼みがあるんだけど。ちょっと大変な仕事なんだ。
雄二くん：えっ、明日ボクんち来るって言ってなかったけ。
直樹くん： （２）
（A）だからさー、2人で一緒に引っ越し手伝ったら早いだろう。
（B）実はさ、急に咲に頼まれちゃってサ。悪いけど一緒に手伝ってくれない？
雄二くん：まぁ、咲ちゃんに頼まれたら断れないなー。仕方ないか。
直樹くん：その場のノリで、そうなっちゃったんだ。ごめんな。
雄二くん：まぁ、咲ちゃんに頼まれたら断りにくいけど……。
直樹くん： （３）
（A）サンキュ。じゃ、明日 5時に咲んちに集合で。
（B）ほんと助かったよ。今度なんかあったら言ってよ、オレ絶対手伝うよ。
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Step1 会話例４では、、 （１） ～ （３） の箇所で直樹くんが（A）ではなく、（B）のように
伝えることで、仕事を押しつけられた雄二くんの反応は大きく違ってくるはずです。それぞれど
のような配慮が見られるのでしょうか。考えをまとめて書きましょう。
（１）「明日のことで頼みがあるんだけど。ちょっと大変な仕事なんだ。」の配慮
（２）「悪いけど一緒に手伝ってくれない？」の配慮
（３）「ほんと助かったよ。今度なんかあったら言ってよ、オレ絶対手伝うよ。」の配慮
Point!
頼みごとの負担が大きいときは、「ほんと面倒なことお願いして、ゴメンね」や「時
間大丈夫」のような相手への気遣いを言葉にすることが大事です。が相手の心の負担
も減らせるように「もしよかったら、〇〇してくれない」のような頼むときの前置き
や「〇〇さんのお陰で、早く終わったよ」のように具体的な内容を入れた感謝の言葉
を伝えることが大事です。
レッスン４ ロールプレイに挑戦！
では、次のような状況で、頼みごとを引き受けてくれるようにお願いしてみましょう。
（ロールプレイ①）
Ａ：明日の夜、3年ぶりに幼なじみが遊びに来ることになりました。しかし、明日は 17時か
ら 22 時までバイトのシフトが入っています。バイト仲間のＢさんに、バイトのシフトを
代わってくれるように頼んでみましょう。
Ｂ：バイト仲間のＡさんにバイトのシフトを代わってくれないかと頼まれました。明日の夜
は姉と買い物に行く予定です。断ろうかと思いましたが、無理をすれば買い物を延期する
こともできそうです。
（ロールプレイ②）
Ａ：あなたは先生です。研究室の片付けをしたいと思います。力仕事もあるので、学生に
手伝いをお願いするつもりです。ちょうどゼミの学生のＢさんを見つけたので声を掛け
ました。明日の午後から始めるつもりです。もし学生の都合が悪いなら、せめて一緒に
本棚の移動だけでも頼めればと思います。
Ｂ：あなたが家へ帰ろうとすると、Ａ先生に呼び止められ、仕事を頼まれました。ちょっ
と断りづらい状況です。明日は 16時から 18時までバイトがありますが、それ以外の時
間であれば空いています。
i
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伝わるお願いを考える
つ た ね が かんが
学校生活の中で、友だちに「ノートを見せて」や「一緒に荷物を運んで」のような
がつこうせいかつ いつしよ に も つ はこ
ちょっとしたお願いをすることはよくあります。ところが「ちょっと 忙 しい」、「また
ねが いそが
今度」とそっけなく 断 られたことがありませんか。また、先生になにかお願いに行っ
こ ん ど ことわ せんせい ねが
たら、話しているうちになぜか怒られてしまったことはありませんか。では、どのよう
はな おこ
にお願いをすれば、うまくいくのでしょうか。
ねが
はじめに
①友だちに何かをお願いをするとき、気をつけることは何ですか。
なに き なん
②先生に何かをお願いをするとき、気をつけることは何ですか。
なに なん
話し合おう
はな あ
練 習 手伝ってもらったとき、どんな方法でありがとうの気持ちを伝えますか。
れんしゆう て つ だ ほうほう き も つた
年 組 番
氏名
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（ページ２）
○次の会話例を聞いて、 考 えてみましょう。
つぎ かいわれい き かんが
【状況】先 週ユキさんのクラスでは、日本語の小テストがありました。前の日にカゼをひいていたの
せんしゆう まえ
と、最 近あまり授 業に集 中できなかったので、全 然うまく書けませんでした。できれば再
さいきん じゆぎよう しゆうちゆう ぜんぜん か さい
テストを受けたいと思います。そのことを先生にお願いしてください。
う おも
［会話例１］
ユキさん：（職 員 室に入ってくる）失礼します。オカダ先生、こんにちは。
しよくいんしつ はい しつれい
オカダ先生：ああ、こんにちは。ユキさんどうしました。
ユキさん：先生にお願いがあってきました。
ねが
オカダ先生：ちょっと待ってください。これから会議があるので明日また来てくれますか。
ま かい ぎ あ す き
ユキさん：先週の小テストのことで相談しに来たんだけど……
そうだん
オカダ先生：あんまりできていなかったね。
ユキさん：先生お願いです。再テストしてください。
さい
オカダ先生：しょうがないな。（時計を見て、）では会議が４時半に終わるので、その時間
と け い か い ぎ じ お じ か ん
にまた来てください。
ユキさん：えっ、夕方は友だちと遊びに行く約束をしているので無理です。どうにかして
ゆうがた とも あそ やくそく む り
ください。
オカダ先生：困ったな、今 週は結構 忙しいんだよ。
こま こんしゆう けつこういそが
ユキさん：今度は、もっとがんばります。
こ ん ど
オカダ先生：なんでもっと早く相談に来ないんだ。
そうだん
ユキさん：いそがしくて忘れてました。ごめんなさい。
わす
ユキさん
（ユキさんとオカダ先生の役を決めて、［会話例１］を読みましょう）
やく かいわれい よ
問題１ [会話例１]を聞いて、思ったことを話し合いましょう。
もんだい かいわれい
Point!
目上の人にお願いをするときは、自分のことより、相手のことを先に 考 える
め う え じ ぶ ん あ い て さき かんが
ようにしましょう。理由もはっきり言うようにしましょう。
り ゆ う い
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○次の会話例を聞いて、 考 えてみましょう。
かいわれい き かんが
【状況】アキラくんは、友だちのユミさんに手伝いをたのまれました。１人だと大 変なので、勝手に
てつだ たいへん かつて
ケイくんも手伝いに行くと約 束しましたが、アキラくんはそれをケイくんに言っています。
てつだ い やくそく
［会話例２］
アキラくん：あっ、ケイ。ちょうどよかった。明日、ユミの荷物運びを手伝う
あ す に も つ はこ て つ だ
ことになってさ。
ケイくん：えっ、明日一緒に僕の家でゲームするって約束したじゃん。
あ す いつしよ ぼく いえ やくそく
アキラくん：だからさー、２人でやればすぐに終わるだろ。手伝いに行こう。
お
ケイくん：えー聞いてないよ。なんで僕もやることになってるの。
き
アキラくん：その場のノリで、そうなっちゃったんだ。ユミに頼まれたら、ケ
ば たの
イも 断 れないだろ。
ことわ
ケイくん：まぁ、ユミちゃんに頼まれたら 断 りにくいけど……。
たの ことわ
アキラくん：じゃ、いいよな。明日朝９時にユミん家に集 合な。
あさ じ ち しゆうごう
ケイくん：
（アキラくんとケイくんの役を決めて、［会話例２］を読みましょう）
やく き よ
問題２ アキラくんは、ケイくんが納得できないことを２つもしています。それは
、、もんだい なつとく
どんなことですか。(納 得＝その通りだと思うこと)なつとく とお おも
答え方の練習をしよう
こた かた れんしゆう
問題３ もしあなたがケイくんだったら、 の部分でどのような返事をしますか。ぶぶん へんじ
Point!
友だち本人がいないところで、勝手に手伝いの約束などをしてはいけません。
ほんにん か つ て て つ だ やくそく
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（ページ４）
相手の気持ちを考えてお願いしよう
あ い て き も かんが ねが
問題４ [会話例２]を聞いて、もしあなたがアキラくんだったら、次の場面でケイ
かいわれい き つぎ ば め ん
くんにどのようにお願いすればよいと思いますか。
実践！ ロールプレイ
じつせん
問題５ ２人で組になって、ＡさんとＢさんの担当を決めてください。カードの
くみ たんとう き
内容をよく読んで、それぞれの立場で演じてみましょう。
ないよう よ た ち ば えん
ロールプレイ１：今日はごめんね、また明日出かけましょう。
ロールプレイ２：バイトのシフトを代ってくれませんか。
かわ
今日の授業のまとめ
き よ う じゆぎよう
ここまでの学 習を振り返って、 考 えたことを話し合いましょう。
がくしゆう ふ かえ かんが はな あ
え
ー
聞
い
て
な
い
よ
。
な
ん
で
僕
も
や
る
こ
と
に って
るの。
ケイくん
アキラくん
